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論文内容の要旨
本研究は、大江健三郎(一九三五~)の一九五O~六0年代を中心とした小説の特質と意義について、
大江の小説観および戦後の時代的な状況とを踏まえつつ論じることを中心的な課題としている。
大江は、同時代の社会やアクチュアルな事件に強い関心をもちながら、同時に小説技術や文体、文芸
の自立性を自覚的に追求した作家であった。したがって大江を対象とする本論では、まず大江の小説観
や文体観を整理し、小説構造や表現を丁寧に分析した上で、これらのテクストが同時代の批評や出来事
への応接を捉えるといった基本的な手続きを踏むことが必要とされる。また視点や力点の置き方を変え
て一九五O~六0年代というコンテクストを再構成することで、先行研究とは異なる大江小説の魅力と
可能性が追求されている。一九六0年代までを一つの区切りとする本研究は、それ以降の大江文芸の展
開を検討する基盤となり、また大江の文学的営為の総体を把握する端緒となるはずである。全体は二部
構成の十二節からなり、論じる主題ごとに五つの章に分けている。
「第一部 一九五0年代の初期小説一一大江健三郎と遅れてきた戦争一一」は、一九五0年代の八篇
の小説を扱い、息詰まる拘束状態を認識するに至るそれぞれの小説の構造を論じている。安穏とした日
常に弛緩する「半眠半覚」の主人公が、仕事に携わる過程を通じて「危険の感覚」に覚醒するというプ
ロットが設定されていることを確認した。またこのようなプロットが、仕事対象を象る表現が主人公自
身を形容する表現へと転移するレトリカルな文体によって支えられていることを分析している。この章
は、いずれの大江小説も、死者や動物と人間の序列、世界における自己の位相の組み換えを導いていく
巧みな小説構造と表現を有していることを明らかにした論考である。
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「第一章 「政治と性」という方法」は、作家としての出発に際して大江が用いた表現方法と枠組を論
じた章である。実存主義の受容について言及されることの多い大江小説について、深j頼基寛訳のオーデ
ンの詩の受容によって、大江独特の文体と「政治と性」という読者を撹乱する表現方法が獲得されてい
ることを論じている。また、習作が持つ政治的な主題をアルバイトという枠組に溶かし込み、これを小
説の展開として方法化したところに大江の文学的な出発点があったことを指摘している。そして、これ
らの方法的な表現と小説構造とを「飼育」の分析を通して検証している。
第一節「政治と性j の淵源としてのオーデン一一深瀬基寛訳『オーデン詩集』の受容一一
大江は幾度となく深瀬基寛訳『オーデン詩集』から多大な影響を受けたことを発言している。にもか
かわらず、研究史において大江の小説とオーデンの詩の関わりについては、十分に検討されてこなかっ
た。本節では、大江の作家としての始発に際してオーデンの詩の表現が果たした意義について検討し、
オーデンを受容することで獲得した表現上の特徴が大江の小説テクスト全般に通底するものであること
を論じた。深瀬はオーデンの詩の「最も本質的なもの」を社会的関心と心理的関心との不可分な「感性
的統合」だと定義する。また、深瀬は、メタフィジカルな詩体と、「性的結合J の「欠知態」としての「孤
独」がオーデンの表現的特徴であると強調した。大江のオーデン理解は、深瀬によるこのような評言と
の対応をみせている。しかしながら、その一方で、大江は、オーデンの「見るまえに跳べ (Leaρ Before
You Look) J という詩を特権的に扱い、政治的な感覚と心理的な感覚を往還する二重構造を、危険と泰
平の二重化した視点で戦後日本の空間の形象化に援用するという独自の解釈を施してもいた。オーデン
から学んだ政治的な感覚と心理的な感覚の感性的結合という表現方法は、大江が自作註解的に示した
「政治と性」という小説の方法的性格の淵源となっていることを明らかにしている。
第二節 大江健三郎のアルバイ卜小説一一習作「火山J から「運搬」ヘ一一
大江の初期小説には「アルバイト」に題材を採った小説が数多く書かれていることに着目し、自転車
で仔牛の肉を運ぶ学生アルバイトの顛末を描いた「運搬J (一九五八年)と、学生の党運動と農民の外
国軍基地反対運動という二つの政治運動を批判的に描いた習作「火山J (一九五五年)との比較を通じ
て、大江文芸の始発の時期を形作るアルバイトという方法的な枠組の生成を論じている。まず、傍観者
という自己規定を行っていた主人公が「愚かな腹立たしい人々」として対象化してきた大衆の位相に自
らも帰属していることを発見する「火山」の構造を論じた。次に、仕事の対象物であった動物と自分と
が同一平面上に存在することを発見し、アルバイトという限定的な仕事を通じて自らの受動性を痛感す
る筋書きを「運搬J に指摘した。その上で、「傍観者」すなわち「旅行者」の視点から戯画的に対象化
された政治運動を抽出する「火山」の枠組が、一時的・限定的にのみ仕事に携わるアルバイト小説の枠
組に引き継がれていることを論じた。これらを確認することによって、村の中での外国軍基地依存と基
地反対の同時共立、「愚かで、腹立たしいJ 大衆を対象化しながら彼らとの連帯を築こうとしなければな
らない党活動、さらに大衆を対象化する「傍観者」でありながらその大衆に組み込まれていることを自
覚する主人公の様態といった、受容と抵抗を同時に抱え込む捻れた依入状況を学生アルバイトとして小
説化したところに、大江の文芸的出発点があることを明らかにした。
第三節 火葬される「書記j の死一一「飼育」論一一
本節では、戦時下の開拓村がアメリカという他者に出会う顛末を、興味と脅威の対象である「黒人兵」
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の監禁に夢中になる子供たちの視点から描いた大江の初期代表作「飼育J (一九五八年)を取り上げ、
従来全く注目されてこなかった「書記」という登場人物の死を配する結末について、戦争の描かれ方と
の関わりから論じている。まず、この小説にも大江のアルバイト小説の枠組が具備されていることを指
摘した。次に、徹底して遊びの世界に生きる「より子供らしい子供」としての友人「兎口J と、家の生
計の面でも異性への欲望においても村の外部を意識する「僕」との対比を取り出し、また遊びという領
分を逸脱して「黒人兵」の監禁に深入りしすぎた「僕」と、仕事という領分から逸脱する「書記J の対
称性を指摘した。これらを確認した上で、〈子供/大人〉、〈村/町〉、〈日本/アメリカ〉という共同体
を序列的に包摂する重層空間と、捕虜監禁という仕事に対する子供の部分的な関与とが設定されている
ことを検証し、日本を覆う戦争下の権力関係の機構に子供ですら組み込まれている事態に主人公が覚醒
するテクストであることを論じた。最後に、結末について、「黒人兵」の死体の臭いと「戦争」とが「お
おいつくす」という述語の次元で重ねられ、この戦争下での「唐突な死」のーっとして「書記」の死が
素っ気なく設定されており、この抜き差しならない関係性に拘束される「僕」の身体を結末において
「書記J が代行し、さらにその「書記」の死を見捨てる「僕J が配されていることを確認することで、
反転するプロットを接続させながら一つの物語へと統合する大江の小説構造について論じている。
「第二章 大江健三郎における「監禁された状態JJ は、病院に隔離されたカリエス患者の少年たち
の様態を描く「他人の足」と、スパイ容疑の「贋学生」を拘束する仕事に携わる「偽証の時」という、
「監禁状態」を扱った二篇の小説を扱っている。自分たちを対話不能な者として抑圧する流動的な権力
機構が発見され、いずれの主人公も声が出せず身動きできずその場に封入される窒息状態に気づくこと
を論じた章である。
第四節 「快楽的」世界の失効一一一「他人の足」論一一一
本節では、作家としての始発期に大江が用いた「監禁状態」というモチーフの持つ方法的な性格につ
いて、「占領時代の文学」と呼ばれてきた「他人の足J (一九五八年)を取り上げて検討した。まず、登
場人物であるカリエス患者の少年少女たちが、外部から隔離された環境によって、自己への沈潜の内に
暮らす「快楽的」世界にあることを確認した。そして、外部から一人の「学生」が関入することによっ
て安定した世界と自己の関係が変容するプロットを辿り、壁を隔てた病院の外部とカリエス患者同士が
結びついた社会的な運動と、その二つから二重に疎外される主人公「僕」の位相を確認した。さらにこ
の小説の結末部分において、「学生」が壁の外の社会生活へと復帰することで生じた「壁の縛」は、「僕J
にとって外部を意識せざるをえない亀裂であると同時に、以前よりも一層深く「僕」を病院の内部に封
入するものとして機能していることを論じた。これらを確認することで、「壁の鉢」が癒合した後、慣
れ親しんだ「看護婦J や「病院」が「僕」を囲い込む他者として立ち現れることを考察し、この他者か
ねむ
らの拘束を逃れる方途は「自殺J か「睡り J といった自己が失効する地点しかないという深い拘束状態
を明らかにした。また、これらの本文分析を通して、大江の呈示する「監禁状態」とは、疎外され外部
から隔絶されると同時に、「職業的冷淡さ」を隠蔽しながら「僕ら」を非人間的に扱い去勢させる権力
機構に巻き込まれている状態であり、権力機構を身体を抜き差し難く拘束している「粘液質の壁」の存
在に覚醒することで、自己の内面に沈潜することも他人と一体化することもできない孤絶する主体の様
態であることを論じた。
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第五節公然の秘密の構造一一「偽証の時J 論一一
ここでは、スパイ容疑で、誤って監禁された贋学生をめぐる一連の行為が、偽証によって隠蔽されるま
でを描く「偽証の時J (一九五七年)を取り上げた。テクストから一義的な閉塞状況を画定しようとす
る先行研究に対し、本節では、「偽証の時」テクストにおいて展開される「壁J や「どんづまり」といっ
た閉塞が一旦開示したのち、より深い抑圧・排除がもたらされるという重層的かつ動的な監禁構造を論
じている。まず、大江の初期小説の多くが、閉塞の失効が周到に用意された後にさらなる窒息状態が訪
れるプロットを備えていることを指摘した。次に冒頭で提示される木椅子に縛りつけられる「贋学生」
の屈辱的な拘束状態が、結末において木椅子に押さえつけられる「私」の抑圧状態として繰り返されて
いることを確認し、監禁する者と監禁される者とが同じ屈辱的な地平に等しく配されるこの小説のプ
ロットを指摘した。さらに圧倒的な不特定多数の視線に晒される「私」という公然の秘密の構図がテク
ストにおいて何度か繰り返されていることを論じた上で、結末について、「偽証」という画一的で内容
空疎な言葉が充満する風通しの悪い場が形成されることによって、実在の事件と担造された事実との力
関係が転倒し、形骸化した言葉が脹れあがることで、事件の隠蔽を目的とする学生活動が激化・拡大す
る様相を論じている。以上の考察から、秘密の把持と漏洩という言葉の流通の機構によって組織の末端
にいる者を抑圧・排除する力が働き、それが重層的な監禁の空間構造を形作ることを検証し、二項対立
の反転と失効とを集積させてテクストを構築する大江小説の特性を浮かび上がらせている。
「監禁状態」を言葉の問題として捉え直す第二章を受け、「第三章 大江健三郎と占領下の文学J では、
占領下の日本を舞台とした三篇の小説を扱い、大江において敗戦および占領下の日本が、言語と主体を
めぐる問題として深められていったことを論じている。とりわけ主人公の自己構成や人物聞の関係性が、
冷戦構想を内面化する発話によって組み換えられていく動的なテクストの様態を把握することで、いず
れの小説も社会における自己の位相を組み換え再分節化させる撹乱的なテクストであることを検証して
いる。
第六節 「通訳」の言葉一一「不意の唖」論一一
一九五八年の大江は、「強者としての外国人と、多かれ少なかれ屈辱的な立場にある日本人と、それ
にその中間者としての存在(外国人相手の娼婦や通訳など)、この三者の相関をえがくこと」が主題で
あると述べている。このような発言にもかかわらず、長らく先行諸論は、占領下を舞台とする小説から
日米関係のみを取り上げてきた。本節では、「不意の唖J (一九五八年)を取り上げて、日米の序列を意
識する中間者の発話が個々人の聞の係争を生起させていることを明らかにした。まず「日本人通訳」の
発話を検討し、「占領下の日本」という状況を内面化した言葉が、村の人間たちとは一線を画す「通訳」
の階層を支えており、「通訳」は自らが発する言葉への村の人間の反応が、個人に向けられた侮辱なの
か社会的な反抗なのかを確定できず、進駐軍に協力しない日本人という自ら創り出した像に脅かされる
様を指摘した。また、仕事に従事せず遊戯に耽り、「通訳」と「村の大人」とのやりとりを傍観する「外
国兵」と「村の子供たち」とが同じ位相に置かれながら、「通訳」が命令を発するや否や、「通訳J r外
国兵J r少年の父親」といった三者の序列が組み換わることを指摘した。さらに、戦争が届かなかった
村において、この「通訳」の言葉によって復讐に覚醒する村の大人たちの変容と、彼らが発する禍々し
い沈黙に身を投じる「少年」の変質を論じた。これらの分析を通して、「不意の唖」というテクストが、
他者からもたらされる言葉に同化することで自らの階層や社会的地位を形成する様を提示しながら、他
方で他者の言葉を選び取る際の怯えや気後れを書きこむテクストであることが論じられている。
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第七節 沈黙を取り囲む鏡舌一一「人間の羊j 論一一
占領期を舞台とする大江の小説に対し先行諸論は、外国兵から日本人に向けて理不尽に与えられる屈
辱とそれに抗する日本人の反援とに専ら注目し、それを占領下の日本に対する大江の見方の素朴な反映
であると考えてきた。だが「敗けと終り J (一九五九年)というエッセイでは、言葉が現実を怒意的に
創り出すことが述べられている。敗戦や再軍備といった占領下の日本は、大江にとって言葉の問題で
あったことを踏まえながら、本節では占領下の日本に題材をとった「人間の羊J (一九五八年)を取り
上げ、「僕」に言葉が圧しつけられる様を論じている。まず一連の出来事は、人種という区別で日本人
の「僕」と外国人娼婦の自らと外国兵とを序列化しようとする女の発話に端を発する。その後に続く
「羊撃ち」という「僕」を含めた日本人乗客に向けた外国兵の仕打ちは、意味内容を欠いた喚き声を一
方的に浴びせかけられて発語を奪われるといった言語的疎外であったことを指摘した。次に、この外国
兵の仕打ちが、被害者に同情を向ける傍観していた他の日本人乗客によって繰り返されることを指摘し
た。その際、人が言葉を弄するのではなく、上気した林から繰り出される熱っぽい言葉に人々が翻弄さ
れている様が書かれていると論じ、発語が外国と日本といった国家間の力学と結びつくことで、冷戦構
造を背景とする個々人の係争がヲ|き起こされていく過程を明らかにした。
第八節組み換えられるくわれわれ〉一一「戦いの今日」論一一
本節は、米軍キャンプからの逃亡兵を匠う兄弟の顛末を描く「戦いの今日 J (一九五八年)を扱い、
米兵との接触によって揺れ動く戦後の日本人学生の自己構成の様態を辿ることで、占領下の日本を描く
小説内容と、大江が小説家としての出発に際して頻用したアルバイト小説の枠組とがどのように関わっ
ているのかを明らかにした論である。まず、冷戦構造下の国際的な力学の中で、米国に包括されながら
「反・アメリカ」にもなりうるマージナルな日本の、複雑かつ唆昧な責任の所在を繰り返し問う大江の
発言を確認した。その上で、このような冷戦構造下の国家聞の力学を背景として、個々の結びつきの揺
らぎ一一〈われわれ〉という連帯がくかれ〉とくかれ〉という個々に解体し、あるいはくかれ〉とくかれ〉
が思いかけずくわれ/われ〉として癒着するーーという絶え間ない再分節化の過程と運動を取り出し検
証したものである。
「一九六0年代における大江健三郎の想像力の展開」と題した第二部は、日常の観察や事実性を逸脱
させる外部テクスト引用を方法化した大江の小説とエッセイ四篇を扱い、これに考察を加えた。
「第四章 大江健三郎と「メディアの季節JJ は、一九六0年代という時代的コンテクストを「メ
ディアの季節」として再構成し、政治的な観点からのみ議論されてきた「セヴンティーンJ I政治少年
死すJ および平和論的な有効性という観点からのみ評価されてきた『ヒロシマ・ノート』というテクス
トを再評価する論考を収め、写真・映画・テレビ・探訪記事といったさまざまなテクストとの交通の中
で大江のテクストが形成されていることを検証するものである。
第九節 テレビの前の「政治少年」一一「セヴンティーンJ r政治少年死すJ 論一一
本節は、大江が自らの「戦後の視覚的な最大の経験J と述べる浅沼社会党委員長刺殺事件(一九六O
年一0月一二日)に構想、を得た「セヴンティーン J I政治少年死すJ (一九六一年)を取り上げ、挑発的
な政治的あるいは性的な言辞のみが専ら注目を集め、表現の改変を強いられるといった政治的なバイア
スに曝されてきたこのテクストを、一九六0年代のニューメディアとの関わりから読み替えたものであ
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る。まず映像メディアの中の「大衆天皇」と当時の若い世代との特殊な紐帯を示唆する大江の発言を踏
まえた上で、具体的な小説テクストの検討を通じて主人公「おれ」が有する映像的知覚に彩られた視線
が、惨めな肉体の消去と新たな肉体獲得という願望を満たす「右翼の鎧」という映像的身体を創出して
いく過程をテクストから辿った。これらを確認することよって、「肉をつかむ」という言葉に導かれる
冒頭から「ブラウン管にうつった顔」の前で「あいつにふれることができる」と考え凶行に及び、「至
福の四次元空間」に飛び込む結末にいたるまで、人との関係の取り結びに煩悶するテレビ的感性に縁取
られた少年が形象化されていることを論じている。さらに、江藤淳の『日本文学と「私Jj (一九六五年)
の最後の部分に書かれた大江に対する評言を取り上げ、「他人」不在の「私」をめぐって両者が同型的
な認識をもっていながら、アメリカという他者がもたらすものとして人工世界を捉えた江藤に対し、消
費社会がもたらした現実と人工世界が相互援入するテレビ的感性の身体化を探り当てていた大江の小説
テクストとの違いを述べている。これらを分析することで、これまで実体的に捉えられてきたく政治〉
主体の虚構化の論理を明らかにしている。
第十節 記録する機械の眼から「広島のレンズ」ヘ一一ー『ヒロシマ・ノート』論一一
本節は、大江健三郎『ヒロシマ・ノート j (一九六五年)が、記録に重きを置く写真というメディア
を放棄し、限界状態を正視する広島の被爆者の絶望しない「鈍い眼」に寄り添うことで成立したテクス
トであることを検証したものである。戦後の所謂「ルポルタージ、ユの季節」から黙示録的終末観が共有
される一九六0年代へという時代状況の変化の中で、大江は過去の災厄を生き延びてきた被爆者の忍耐
強い「鈍い眼J を通した観察と表現とを、核時代を生き延びる「モラル」として見出していく。その背
景には、フランス文学の師である渡辺一夫の説くユマニスムが働いており、『世界』での連載が進むに
つれて、客観的に原爆という出来事を捉えようとする姿勢から遠のき、聖書や『往生要集J といった仏
教書の枠組の下で世界と人々の生の関係性を把捉するといったテクストの性格の変容が確認できる。し
たがって絵本『ビカドン』ゃ『原爆体験記』の手記や原民喜や峠三吉の文学テクストをはじめとする彪
大な引用を取り込んだ『ヒロシマ・ノート』というテクストは、核時代の閉塞をどう生き延びるかとい
う、同時代へ発せられた大江独自の聞いに基づく人間性の恢復を模索する試みであることを明らかにし
た。
「第五章 「聴覚的想像力」という方法J では、第一部で、扱った「半覚半睡」から覚醒に至る小説プロッ
トや、言葉に因縁される「監禁状態」という主題が、この時期の大江の代表的なテクストとどのように
通底し、先鋭的な方法として深化されているのかを考察している。「聴覚的想像力」という言葉は、深
瀬がオーデンの詩の手法を評した言葉である。ここでは、半覚半睡の語りの中で家族の日常を逸脱させ
る流動的な物語が生成され、他人には聞こえない声の響きに導かれて物語が統御されていることを論じ
ている。
第十一節 言葉ならぬ声を聴く鳥-w個人的な体験』論一一
本節では、大江健三郎の長篇小説『個人的な体験j (一九六四年)を、対話不可能な相手との非対称
的な関係性においてその相手の聞こえないはずの声の響きにいかに耐えるかということをめぐる言説と
して捉え返した論である。奇形の赤んぼうの誕生とその対処が物語の縦糸として展開を促し、それを通
じて赤んぼうの言葉ならぬ声を聴くことと、それに伴う主人公・鳥(バード)の自閉性が、それぞれ社
会には届かない言葉にならぬ悲鳴を上げる行為として前景化されることを確認した。また、「敗北」を
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認めながらもなお「袋小路」にとどまる人々の言葉を横糸としてこのテクストが織りなされていく。こ
れらを確認することで、個性的な登場人物が発する国内外の文学テクストの引用に充ちた言説が、間テ
クスト性を強く帯びた『個人的な体験J の特徴の一つであることを明らかにし、声を聴く者として自己
を定位するこの時期の大江テクストの方法的な性格を導くのだと意味づけた。さらにこれらの方法は広
島の被爆者の声に寄り添う『ヒロシマ・ノート j (一九六五年)といった同時期の大江テクストに通底
する方法であることを明らかにしている。
第十二節「酔・醒のあひだの危ない刃渡り」一一「狩猟で暮したわれらの先祖J 論一一
大江は「形而上学的J r神秘主義的」な表現を「日常生活の観察レヴェルに重ねる」という小説スタ
イルをオーデンの詩の受容によって獲得したと述べていた。本節では、オーデンの深瀬基寛訳「狩猟で
暮したわたしたちの先祖は (OurHunting Fathers) J という詩が大江の中篇小説「狩猟で暮したわれら
の先祖J (一九六八年)の形成にどのように関与しているのかを明らかにするものである。まず、大江
がエッセイや「プロローグ」で述べる、狂気に対峠する際の二重化された視点が、一方で心理学的な立
ち位置を取りながらももう一方でその対象と同一化するオーデンが詩作で試みた視点と類似の性格を有
していることを確認した。その上で、理性や感覚が乱れる酪町状態と非合理的なものを信じ固執する被
害妄想や強迫観念を起点にして、いかがわしい記憶や日常を脅かす妄想が、家族の日常を再現する物語
に呼び込まれていくこの物語言説の特徴と、「無意識に深く根を下ろ」す父の言葉の響きに導かれて、
「山の人」を排除した出来事の事実性や意味がその都度取り出され、再解釈されながら別の出来事へと
結びつけられていく流動的な物語内容を確認した。これらを分析することによって、日常の再現を逸脱
させる主観的な創造性がオーデンの詩句の響きによって方向づけられていることを論じ、半覚半睡の語
りのうちに複数の物語が切り結ぶこの方法は、深瀬がオーデンの詩について「酔・醒のあひだの危ない
刃渡り」と称した方法的な特質と重なることを明らかにした。
残された課題は多いが、主な課題点として次の三つを挙げておきたい。
一点目として挙げられるのは、大江における翻訳の問題である。オーデンの受容から大江の表現的特
質を論じていく過程において、オーデンの詩に対する大江の理解や深瀬基寛の訳詩の特徴、同じく深瀬
訳『エリオット』の受容といった論点について十分な検討を行うことができなかった。戦後日本の形象
化に際してオーデンの詩に基づいた「危険の感覚」が拠り所となったように、核時代を「生き延びる」
という六0年代以降に展開される思想、にも、 rr人間」の声一一「われらの狂気を生き延びる道を教えよ JJ
というオーデンの詩の一節が関与していることが言及されていた。六0年代以降の文学的営為と深瀬訳
のエリオットおよびオーデンの詩との、より詳細な比較文学的な考察が必要とされる。また、フランス
文学者である師・渡辺一夫が翻訳したガスカールの訳文が大江の文体へ深く関与していることも大江自
身によって言及されている。深瀬訳のオーデンおよびエリオットの詩の受容という観点からの研究の一
層の掘り下げが必要であるとともに、他方で渡辺訳のガスカールの文章の受容の検討も求められる。二
点目として、七O~八0年代といったこの後に発表された大江の小説テクストの考察が挙げられる。と
りわけこの時期の大江小説を特徴づける小説と詩の交通の問題は、大江の六0年代の小説様式との連続
性と展開を考える上で重要となるはずである。ウィリアム・ブレイクの詩を据えながら障害を持つ息子
との生活を描く『新しい人よ眼ざめよ j (一九八三年)といった大江小説を検討し、本研究で解明して
きた方法的な性格との接続をはかりたい。三点目として、戦後文学のなかでの大江小説の位置づけをは
かることである。本研究では、江藤淳や三島由紀夫といった同時代の批評家や作家との距離について論
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じ、また「現在形の戦争」を追う開高健や土門拳とは別の方法を採ることとなる大江の文学的営為の方
向性について言及している部分はあるものの、同時代的な中での大江の位置を見定めるまでには届いて
いない。また、先行する作家との関連について比較・考察することによって、日本近代文学の中での大
江の占める位置についても検討する余地が残されている。各節での成果を、同時代あるいは文学史にひ
らいていく研究の方向性も、今後必要となるはずである。以上の点を課題としたい。
論文審査結果の要旨
本論文は、 1950年代 .60年代の大江健三郎初期のテクストを取り上げ、大江の小説観および戦後の時
代状況を視野に入れつつ、多様な観点から鋭利な分析を加えたものである。全体は 2 部 5 章に分かたれ、
具体的なテクストの分析を行った12節で構成されている。
第一部「一九五0年代の初期小説」では 8 編の小説を対象として大江の始発期における小説の方法お
よび構造に考察を加える。第一章 rr政治と性」という方法」は第一節 rr政治と性」の淵源としてのオー
デンJ 以下、「大江健三郎のアルバイト小説J r火葬される「書記」の死」の 3 節から成り、大江が深瀬
基寛訳によるオーデンの詩をとおして政治的な感覚と心理的な感覚の感性的結合という表現方法を摂取
し、それを戦後日本の空間の形象化に援用していった経緯を精細に論じた上で、「運搬」および「飼育」
の鋭利な構造分析によって、オーデン受容を介して成立した「政治と性」という小説の方法を明らかに
している。第二章「大江健三郎における「監禁された状態JJ を構成する第四節 rr快楽的J 世界の失効」
および第五節「公然の秘密の構造」では、〈監禁状態〉を扱った小説「他人の足J r偽証の時」を取り上
げ、その表現とテクストの構造に精綴な考察を加えることによって、〈監禁状態〉が多様に、また流動
的に形象化されていることを論じる。第三章「大江健三郎と占領下の文学」は rr通訳」の言葉」、「沈
黙を取り囲む鏡舌」、「組み替えられるくわれわれ)J の 3 節をとおして、敗戦および占領下の日本を舞
台とした「不意の唖J r人間の羊J r戦いの今日」が、占領下の日本における社会的序列や日米の関係性
が組み替えられ再分節化される動的なテクストの様態を備えていることを指摘する。「一九六0年代に
おける大江健三郎の想像力の展開」と題された第二部では、第四章「大江健三郎と「メディアの季節JJ
として「セヴンティーンJ r政治少年死す」および『ヒロシマ・ノート』を論じる 2 節を設け、写真・
映画・テレビやルポルタージュ等の同時代のメディアとの交差において成立した大江テクストの意義を
解明する。続く第五章 rr聴覚的想像力」という方法」はオーデンの詩の手法に基づく「聴覚的想像力」
を問題とし、第十一節「言葉ならぬ声を聴く鳥」、第十二節「酔・醒のあひだの危ない刃渡り」をとお
して、『個人的な体験j r狩猟で暮したわれらの先祖」が何れも他人には聞こえない声の響きに導かれる
流動的な物語として展開することを明らかにしている。以上のように本論は、大江初期のテクストの構
造や表現の機構、修辞に精綴な考察を加えるなかで、従来一義的に理解されてきた〈監禁状態〉ゃく政
治と性〉等の枠組みを小説の方法として捉え直し、戦後の時代状況に応接する大江初期小説の極めて多
様な表現の試みを明らかにしている。斬新な発想、と鋭利な分析に支えられた本論は始発期の大江文学に
ついて多くの新見を提示しており、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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